
・最近は食事の時間がかかるから歯磨きはさっと済ませてる

・ご飯がとろとろだから飲み込んだら流れるんじゃないの？

・定期的に訪問看護師さんにしてもらってるから大丈夫

なぜ毎日ケアが必要なのでしょうか？

口の中には常に何百億の細菌がいますが、噛んでこすったり唾液で流したり

して清掃する働きがあります。でも、体が衰えたり噛めなくなったりすると、

細菌の勢力が強くなって病気を引き起こします。口の中の細菌は、虫歯や歯

周病だけでなく誤嚥性肺炎や糖尿病、血栓などの原因にもなります。

TEL：22-4021・FAX：22-8114
川原宜子（歯科衛生士）

口の中の細菌

糖尿病

血栓
動脈硬化

心臓の病気

脳の病気

虫歯 歯周病

肺の炎症

関節の炎症

栄養不良

全身への影響

カンジダ症

心臓の炎症炎症性の病気

腎臓など内臓の炎症老化

認知症

細菌は、炎症を起こし出血した歯肉の血管から体
の中に逆流していき、体の中に毒をばらまきます。

細菌は、歯茎の際から奥に侵入します。奥深くに
入るほど悪い菌が強くなります。

赤くて
ぶよぶよ
ふわふわ

健康な歯茎は
引き締まった
ピンク色

進行した状態健康な状態

できるだけ細菌を増やさない、体の中に入れないことが大事！

ここを目がけ
て磨きます

など

川内市医師会在宅医療支援センター

おうちの口腔ケア通信
お家で口腔ケアをする方に役立つ情報を３ヶ月に１回歯科衛生士が紹介します
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